
　「
関
西
建
設
の
山
本

肇
社
長
さ
ん
か
ら
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
」

と
西
辻
さ
ん
。「
本
業

は
自
動
車
部
品
関
連

を
手
掛
け
る
製
造
業
の
旭
工
精
で
祖
父
が

会
長
、
父
が
社
長
、
私
が
専
務
の
親
子
三

代
で
経
営
。
会
長
が
1984

年
に
不
動
産
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
物
件
の
取
得
・
開
発

を
重
ね
る
中
で
リ
ッ
プ
ル
興
産
を
設
立
、

現
在
の
事
業
基
盤
を
築
い
て
き
ま
し
た
」。

家
主
業
と
自
社
物
件
管
理
が
柱
で
す
が
そ

れ
に
と
ど
ま
ら
ず
収
益
物
件
の
取
得
や
マ

ン
シ
ョ
ン
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
再
販
、
同
社

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
『
リ
ッ
プ
ル
シ

リ
ー
ズ
』
も
展
開
。
商
業
ビ
ル
の
運
営
や

民
泊
事
業
に
も
取
り
組
み
、
不
動
産
分
野

の
収
益
最
大
化
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
動
産
取
り
扱
い
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
？
　「『
気
魄
（
き
は
く
）』。
会
長
が

大
切
に
し
て
い
る
言
葉
で
、
時
に
毅
然
と

し
た
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
覚
悟
を
持
っ

て
臨
む
と
い
う
意
味
で
す
」「
私
自
身
が
（
故

稲
盛
和
夫
氏
の
）
盛
和
塾
で
学
ん
だ
言
葉

が
『
勝
己
（
し
ょ
う
こ
）
の
友
』。
優
れ
た

人
と
交
わ
る
こ
と
で
自
身
の
水
準
を
引
き
上

げ
る
。
不
動
産
は
目
利
き
力
が
問
わ
れ
る
と

同
時
に
人
と
の
縁
が
左
右
し
ま
す
。
こ
の
２

つ
の
言
葉
を
つ
ね
に
意
識
し
て
い
ま
す
」

　
卒
業
後
に
管
理
会
社
、
仲
介
会
社
で
実

務
経
験
を
積
ん
だ
後
、
リ
ッ
プ
ル
興
産
に

入
社
。
西
辻
さ
ん
が
不
動
産
業
を
、「
旭
工

精
は
弟
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
。
私
も
月

に
10
日
前
後
は
経
営
に
関
与
」
し
て
い
ま

す
が「
不
動
産
事
業
が
自
分
の
主
軸
」で
す
。

　
日
管
協
入
会
に
関
し
て
も
期
待
は
大
き

い
と
い
い
ま
す
。「
賃
貸
管
理
業
は
さ
ら
に

専
門
性
が
高
ま
る
。
協
会
が
推
奨
す
る
資

格
取
得
も
社
内
で
積
極
的
に
奨
励
し
、
管

理
体
制
の
強
化
に
つ
な
げ
た
い
。
協
会
活

動
を
通
じ
て
最
新
情
報
を
共
有
し
、
業
界

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
」

　「
気
魄
」
と
「
勝
己
の
友
」
を
指
針
に
、

堅
実
な
運
用
と
持
続
的
な
成
長
を
目
指
し

ま
す
。

　
日
管
協
大
阪
府
支
部
に
入
会したリップ

ル
興
産
。「
鋳
物
の
産
業
革
命
」とされ

るダ
イカストを

武
器
に
親
子
三

代
に
わ
たり
本
業
で
ある
製
造
業
の
旭
工
精
を
発
展
させ
てきまし

た
。一
方
で
収
益
不
動
産
分
野
でも
実
績
を
重

ね
、賃
貸
マンション

の
運
営・管

理
を
軸
に
、区
分
所
有
物
件リノベ

ーション
再
販
や
商
業
系
ビ
ル
の
保
有・運

営
、

宿
泊
需
要を
見
据
えた
民
泊
事
業
などへも

参
入・展

開して
います

。西
辻
誠
人
専
務
取
締
役
に
聞
きました

。

リ
ッ
プ
ル
興
産

専
務
取
締
役

西
辻
 誠
人
さ
ん

New新入会員Fresh訪問 　安心・安全な住生活を支

えるためにも経験と知識を

持つ人材が欠かせません。

しかし家庭の事情による転

居などを理由に、特に女性

社員を中心に本人の意思に

反して退職を余儀なくされ

るケースが少なくないのが

実際のところです。働き方

改革の阻害要因になるし、

ＤＥＩの流れにも逆行、企

業価値毀損につながりかね

ません。

　「せっかく積み重ねてき

たキャリアが途切れる。個

人にとっても業界にとって

も大きな損失です」（森山

さん）。日管協ＪＰＭＡ人

財ネットワーク制度はこう

したケースを回避し「人材

を業界の中でつなぎ直すた

めに生まれた。転居後も管

理業界で働き続けられる環

境を整え人材を業界全体で

循環させていく仕組み」で

す。女性の活躍の場の維持

創出にもなることから全国

13ブロックのレディース委

員会が制度推進に取り組ん

でいます。

　ただ課題もあります。ず

ばり「登録企業をいかに増

やしていくか」。レディー

ス委員会が登録を呼び掛け

ていますが、制度登録は現

在全国で２５０社余りにと

どまっています。制度を十

二分に機能させるには、一

社でも多くの管理会社が登

録し、ネットワークを全国

規模に充実することが不可

欠です。

　制度への登録は無料、ハ

ードルはないに等しいので

すが周知不足という点も否

めません。森山さんも「ま

ずは制度を知っていただき

登録から始めてほしい」と

訴えたうえで、「事前登録

をしていなければ制度を活

用できません。『今は関係

ない』と思われがちですが

急に人材を採用する必要が

生じた際、登録が済んでい

なければ制度の対象外。せ

っかくの優秀な人材を逃し

てしまうことにもなりかね

ません。いざという時に備

えて」と訴えています。

　森山さんは「この制度は

従業者のキャリア継続、管

理会社の人材確保、そして

業界全体の持続的な成長を

同時に実現できる仕組みで

す。人材を大切にする管理

会社が増えることが、オー

ナーや入居者の安心にもつ

ながっていくはずです」と

強調。「人材を守ることが

業界の未来を守ることにつ

ながる」という強い思いが

伝わってきました。

賃貸はインフラ

地域活性化の源

大阪府支部新年会

　日管協大阪府支部（影山

真由美支部長）が１月26日

に新大阪で開催した26年新

年会は、定員いっぱいの１

８０人が参加。京都府・兵

庫県両支部から安田栄慈、

松本智支部長が駆け付けた

ほか、協力会社10社による

展示ブースも設けられるな

ど大いに賑わい、盛況のう

ちに幕を閉じました。

　影山支部長はＤＸの加速

や住まいの価値観の多様化

に触れ、「管理業は単なる

建物維持から、居住者の人

生を支えるインフラ。（産

業として）重要性が高まっ

ている」と強調。大阪・関

西万博を経て国際都市とし

ての魅力がアップする中、

「住まいの安心・安全を守

る役割は地域経済の基盤」

とし、住生活環境の引き上

げを通じて地域経済の活性

化と呼び掛けたほか、宮西

安広企画研修業務委員長が

「本日の運営は若手研修グ

ループが担当した。若手の

今後に期待したい」と述べ

て閉会しました。

　人手不足が慢性化するとみられる中、多様な人材をいかに安定して確保できるか、

企業・業界の死活問題にもなりかねません。日本賃貸住宅管理協会では結婚や配偶者

の転勤、親の介護など、やむを得ない事情で転居するなどして離職・キャリアを断念

せざるを得ない管理業界の人材を、転居先の日管協加盟会社が再雇用、活躍の場を広

げてもらうなど業界内でつなぎ直すための人材再雇用円滑化ネットワークシステム

「ＪＰＭＡ人財ネットワーク制度」を整備・運用しています。近畿で制度の推進役を

務める森山恭子大阪府支部レディース委員長は「管理業界全体の持続的な成長につな

がる制度」とその本質を見据えています。

日
管
協即戦力かつキャリアも継続

業界全体の持続的成長担う

｢人財ネットワーク制度｣ 

確
立
近
づ
く

“管
理
業
2.0”

次
代
の
業
界
を
築
く

森
山
 恭
子
さ
ん

日
管
協
大
阪
府
支
部

レ
デ
ィー
ス
委
員
長

　では制度のメリットは？

「まず管理会社にとって、

即戦力人材と出会える可能

性が高いことです」と森山

さん。「賃貸管理業務は専

門性が高く、未経験者を一

から育てるには時間もかか

ります。その点この制度で

紹介される方は一定の経験

を持っている方が中心で

す」「制度に登録すれば従

業員に『転居があってもキ

ャリアを支える仕組みがあ

る』と安心感を示すことも

できます。福利厚生の一環

として活用できる点も大き

い」といいます。

　経験のある人材が安定し

て働ける環境が整えば管理

品質は自然と向上するはず

です。「物件を安心して任

せられる管理会社か」がオ

ーナーにとって重要で、こ

の点についても森山さんは

「知識と経験を持つ担当者

が継続して管理業務に携わ

ることでトラブル対応や提

案力の質が高まり、オーナ

ー満足度の向上にもつなが

ります」と断言。「人材を

大切にすることで仕事の質

が上がり管理品質も安定す

る。オーナーへの価値提供

につながっていると感じて

います」

登録は

無　料参加社拡大めざす

　日管協は、コンセプトワ

ード『快適な暮らし心地を

つくる。』を制定、「働きが

いのあるスマートな管理

業」へ業界イメージ刷新を

図り、労働力不足下での若

手人材確保を見据えた若年

層へのアピール強化に取り

組みはじめました。

　その一方で、「ＪＰＭＡ

人財ネットワーク制度」に

よるキャリアの再形成促進

と即戦力の確保にも取り組

んでおり、優秀な人材確保

へ事実上の２本柱戦略をと

っています。

　特に人財ネットワーク制

度は、流動化が進む労働市

場の中での人材囲い込みを

促進する性格を持ちながら

労働側にとっても慣れた職

種で能力をそのまま生かす

ことができるなどの利点が

あり、人材循環のエコシス

テムにほかなりません。将

来に向けて日管協が誇るべ

き注目制度だといっても過

言ではないといえるでしょ

う。

人材循環の｢エコシステム｣

持
続
成
長
へ
の
｢銘
｣は

｢気
魄
｣｢勝
己
の
友
｣

令
和
8
年
（
2026

年
）
5
月
1
日
V
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日
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き
ん
き
〈
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　建築資材価格の高騰・高

止まりを背景に、大型都市

再開発や公共事業から中小

規模建設まで、事業そのも

のの延期や計画見直しを迫

られるケースが目立ってき

ました。賃貸マンションの

新築や建て替え計画などで

も同様で、特に都市部では

採算面から計画が停滞する

ケースが増えています。金

利の上昇も加わり期待利回

りが低下する中、オーナー

だけでなく、賃貸管理会社

にとっても「収支が合う建

築計画」を前提とした資産

活用事業とその提案が難し

くなってきています。

　こうした状況を打開しよ

うと進和建設工業が高収益

物件づくり具体化に挑んだ

のが、建設コスト低減と壁

式ＲＣ造特有の高性能化の

両立による今回の９階建て

中高層マンション建設事業

です。

　事業地は大阪府守口市京

阪本通１丁目。大阪メトロ

谷町線太子橋今市駅近く、

守口市内中心部で賃貸需要

が旺盛な便利な立地です。

国土交通大臣認定の特殊Ｗ

ＲＣ構造「ハイウォール工

法」を採用、９階建て総24

戸（１ＬＤＫ、住戸専有面

積約30㎡）の賃貸マンショ

ン（大阪府守口市京阪本通

１丁目）を昨年竣工しまし

た。壁式構造による中高層

マンション建設は関西初の

試みです。

　ＷＲＣ構造は、鉄筋コン

クリート造の壁と床（スラ

ブ）を一体化して鉛直・水

平荷重を支えるモノコック

構造で、梁の使用を必要最

小限に抑制、構造そのもの

の合理化で建設コストを圧

縮できます。ＲＣラーメン

構造のように室内に梁型が

出ず必要な天井高を確保し

た上で階高を抑えることが

できるうえ、遮音性や断熱

性、耐震性に優れるなど居

住性能面も高いなどのメリ

ットがあります。ただし、

どうしても必要壁量が増え

ることから従来は低層建物

に限られていました。

　これに対して進和建設工

業は今回の事業で、保有水

平耐力計算と壁量設計を組

み合わせた独自構造計算手

法を駆使、壁配置の最適化

と耐震性能の確保を両立さ

せることで中高層化を実現

する一方、ＷＲＣ構造特有

の合理化を前面に押し出

し、①構造部材削減による

鉄筋・コンクリート使用量

を従来比で約20％圧縮②工

期の短縮や二酸化炭素（Ｃ

Ｏ２）排出量の削減――も

具体化。建築コスト高騰下

での事業採算性のアップと

環境負荷の低減も同時成立

させました。低層が中心だ

った壁式構造の限界打破に

も挑戦した意欲的事業だと

いえるでしょう。

　同社建築部の三好祥平さ

んは今回の事業化に当たっ

て、「地盤条件が厳しい立

地で、構造計画の工夫など

で事業を成立させる必要が

ありました」と実際の建設

時に苦労があったことを明

かしながら「梁・柱型が抑

えられることで居室空間を

確保しやすい」と快適空間

を提供できるメリットを示

し、「構造計算上は最大12

階まで対応可能」と胸を張

っています。

　同社営業本部長の吉井一

久常務は、「資材高騰で新

築提案が難しい局面でも、

構造計画から収支を組み立

て直すことで、オーナーが

納得できる事業提案につな

がった」と今回事業の最大

の要点を指し示し、「家賃

設定の妥当性と長期収益の

確保を重視したうえで、立

地条件や地盤特性に応じた

工法選択を含めて提案する

ことが重要になってくる」

と続けています。

　管理会社にとっても、賃

料水準や立地評価だけでな

く、断熱・耐震・耐久や空

間確保などの居住性能を引

き上げながら、建設工期を

含む初期投資をいかに抑制

した事業計画を立案し提案

できるか、そうした提案力

が問われるようになる中、

有力な手法の１つになり得

ます。

　差別化への選択肢が広が

ります。

　日本賃貸住宅管理協会大阪府支部会員で、不動産デベロ

ッパー・コンサルティングの進和不動産グループ会社、進

和建設工業（本社・堺市北区、西田泰久社長）は、耐震・

断熱・遮音性に優れた壁式鉄筋コンクリート（ＷＲＣ）構

造による９階建て中高層賃貸マンションを建設、完成させ

ました。独自の構造計算で耐力を十分以上に保持しながら

部材使用量を従来比２割削減しコスト圧縮に成功、資材費

の高止まりや金利上昇が進むインフレ下での高収益賃貸マ

ンション建設施工手法の１つとして提示していきます。
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会
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定
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会
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運
営
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議
会
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東
京
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３
近
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会
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Ｗ
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ｂ
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会
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各
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３
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部
総
会
･幹
事
会
･研
修
会
･フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
共
済
会
議
（
兵
庫
）

●
支
部
総
会
･懇
親
会
（
和
歌
山
）

●
支
部
総
会
（
奈
良
）

●
若
手
研
究
会
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
大
阪
）

６
・
３
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
京
都
）

８
評
議
員
会
･支
部
執
行
役
員
会（
本
部
）

９
執
行
役
員
会
･臨
時
理
事
会
･運
営
協

議
会
･功
労
者
表
彰
会
･会
員
総
会

（
本
部
･明
治
記
念
館
）

16
幹
事
会
（
京
都
）

７
・
14
幹
事
会
･定
例
会
（
京
都
）

21
近
畿
Ｂ
大
阪
府
支
部
合
同
総
会

●
定
例
会
（
奈
良
）

８
・
６
定
例
会
･研
修
会
･納
涼
会
（
滋
賀
）

７
幹
事
会
（
京
都
）

●
定
例
会
・
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
（
大
阪
）

●
勉
強
会
（
兵
庫
）

９
・
１
｢日
管
き
ん
き
｣発
行

８
幹
事
会
･定
例
会
（
京
都
）

●
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
･フェ

ニックス
共
済
会
議（
兵
庫
）

●
定
例
会
（
奈
良
）

※
 京
都
府
支
部
は
第
２
日
曜
日
・
第
４
木
曜
日
に「
す

ま
い
の
相
談
・
ち
ん
た
い
住
宅
相
談
」。

※
●
は
未
定
を
含
む
。

インフレに強い新たな賃貸施工

建設コスト２割削減成功

価
格
高
に
克
つ

誌
上
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

＝

＝

＝

＝

初
期
投
資
を
抑
え
ろ

竣
工
し
た
壁
式
構
造
９
階
建
て

差別化への選択肢に
進
和
建
設
工
業
建
築
部
の

三
好
さ
ん
(上
)と
、同
社
常
務

営
業
本
部
長
の
吉
井
さ
ん

居
室
内
も
す
っ
き
り

壁式構造の限界を打破
進和不動産

グループ
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06 -6949 - 1740
06 -6949 - 1741

http://w
w

w
.tam

ai-office.com
/賃

貸
住
宅
管
理
業
法

よ
く
あ
る
質
問
、
分
か
り
や
す
く

国
交
省
が
Ｆ
Ａ
Ｑ
集

　
国
土
交
通
省
は
「
賃
貸
住
宅
管
理
業
法

Ｆ
Ａ
Ｑ
集
」
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
賃
貸

住
宅
そ
の
も
の
や
受
託
管
理
、
サ
ブ
リ
ー

ス
、
登
録
申
請
な
ど
賃
貸
住
宅
管
理
全
般

と
業
法
に
関
す
る
用
語
や
疑
問
と
そ
の
回

答
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で

閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。
25
年
10
月

９
日
版
で
す
。
チ
ャ
ッ
ト
で
一
発
回
答
す

る
「
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
と
と
も
に
重
宝

す
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。
Ｆ
Ａ
Ｑ
集
は

国
交
省
 h
tt
ps
:/
/w
w
w
.m
lit
.g
o.
jp
/

to
ch
i_
fu
do
us
an
_k
en
se
ts
ug
yo
/

co
ns
t/
co
nt
en
t/
00
18
80
65
0.p
df

日
管
協
「
預
り
金
保
証
制
度
」

資
産
保
全
へ
国
が
推
奨
！

　
国
交
省
は
最
新
の
上
記
「
Ｆ
Ａ
Ｑ

集
」
で
、
管
理
会
社
の
倒
産
な
ど
不
測

の
事
態
を
カ
バ
ー
す
る
日
管
協
の
「
預

り
金
保
証
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
は

「
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
と
し
て
望
ま
し

い
」
と
明
示
。
オ
ー
ナ
ー
資
産
の
保
全

へ
同
制
度
を
国
が
推
奨
し
ま
し
た
。

春 岡 虎 太 朗 さ ん

　 以 前 か ら 不 動 産 業 界 に 興

味 が あ り 、 オ ー ナ ー と 長 く

関 係 を 築 け る 点 に 魅 力 を 感

じ 賃 貸 住 宅 管 理 を 志 望 し ま

し た 。 人 と 話 す こ と が 好 き

な 性 格 も あ り 自 分 に 合 っ て

い る 仕 事 だ な と 感 じ て い ま

す 。 会 社 選 び で は 、 説 明 会

で 出 会 っ た 社 員 の 方 々 の 印

象 が 決 め 手 と な り ま し た 。

パ ナ ソ ニ ッ ク グ ル ー プ の 総

合 力 や 信 頼 性 に も 惹 か れ 、

こ の 会 社 で 働 き た い と 考 え

ま し た 。

　 就 活 中 は 、 賃 貸 管 理 の 具

体 的 な 仕 事 内 容 が あ ま り 分

か ら ず 不 安 も あ り ま し た 。

け れ ど 研 修 を 通 し て 会 社 の

考 え 方 や 業 務 内 容 へ の 理 解

が 深 ま り 「 も っ と 頑 張 っ て

い き た い 」 と い う 意 欲 が 生

ま れ ま し た 。 先 輩 社 員 同 士

の あ い さ つ か ら 明 る い 雰 囲

気 な こ と も 印 象 に 残 っ て い

ま す 。 新 し い 環 境 や （ 赴 任

関 空 Ｔ １ リ ノ ベ

６ 月 ２ 日 に 完 了

　 関 西 エ ア ポ ー ト は

４ 月 ７ 日 、 関 西 国 際

空 港 第 １ タ ー ミ ナ ル

ビ ル （ Ｔ １ ） 国 際 線

出 国 エ リ ア の 新 商 業

エ リ ア に つ い て ６ 月

２ 日 に リ ニ ュ ー ア ル

オ ー プ ン す る と 発 表 し ま し

た 。 関 西 エ ア ポ ー ト が 進 め

て き た Ｔ １ リ ノ ベ ー シ ョ ン

事 業 の 「 Ｐ ｈ ａ ｓ ｅ ４ （ フ

ェ ー ズ ４ ） 」 の 最 終 工 事 で 、

今 回 の オ ー プ ン で 約 ５ 年 に

わ た る Ｔ １ リ

ノ ベ ー シ ョ ン

全 工 程 が 完 了

し ま す 。

　 「 フ ェ ー ズ

４ 」 で は Ｔ １

中 央 部 の 国 際 線 エ リ ア 面 積

が リ ノ ベ ー シ ョ ン 前 と 比 べ

て 約 １ ・ ６ 倍 に 拡 張 、 イ ン

バ ウ ン ド の 増 大 に 対 応 す る

と と も に 、 ラ グ ジ ュ ア リ ー

ブ ラ ン ド や 国 内 空 港 初 出 店

と な る 店 舗 な ど 計 24 店 舗 が

出 店 し ま す 。

先 の ） 生 活 へ の 緊 張 も 前 向

き に と ら え て い ま す 。

　 将 来 的 に は 管 理 職 と し て

周 囲 を 引 っ 張 っ て い け る 存

在 に な る こ と が 目 標 で す 。

学 生 時 代 に 打 ち 込 ん だ 野 球

の 経 験 も 生 か し な が ら 、 人

の 話 を よ く 聞 き 、 チ ー ム を

ま と め ら れ る よ う 人 間 性 を

磨 い て い き た い 。 社 会 人 の

基 本 を 着 実 に 身 に つ け 、 同

期 と 一 緒 に 成 果 を 出 し て い

け る よ う 努 力 し て い き た い

と 思 っ て い ま す 。

　 春 は 新 し い 人 生 に 向 け た 旅 立 ち と 出 会

い の 季 節 。 今 年 も 期 待 に 胸 膨 ら ま せ る 新

社 会 人 が 誕 生 し ま し た 。 賃 貸 住 宅 管 理 業

界 に も 多 く の 若 者 が 。 今 回 は ち ょ っ と 目

先 を 変 え て 、 期 待 の ホ ー プ に 出 会 っ て き

ま し た 。 話 を う か が っ た の は 、 パ ナ ソ ニ

ッ ク ホ ー ム ズ 不 動 産 に 新 卒 入 社 し た 春 岡

虎 太 朗 さ ん 、 西 田 愛 子 さ ん の お 二 人 。 ち

ょ っ ぴ り 緊 張 し た 面 持 ち な が ら も フ レ ッ

シ ュ に し っ か り と 答 え て く れ ま し た 。

管 理 業 の 未 来 へ｢ ホ ー プ 登 場｣
周 囲 を 引 っ ぱ る 存 在 に

期
待
を
胸
に

次
代
の
管
理
業
へ

羽
ば
た
く

新
入
社
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ズ
不
動
産

20
26
年
度
入
社

春
岡
 虎
太
朗
さ
ん

西
田
　
 愛
子
さ
ん

こ
の
４
月
、パ
ナ
ソ
ニ
ック
ホ
ー
ム
ズ
不
動
産
に
入
社
し
た
春
岡
虎
太
朗
さ
ん
と
西
田
愛
子
さ
ん
。

管
理
業
界
で
フ
レ
ッシ
ュ
に
し
っ
か
りと
一
歩
を
踏
み
出
し
まし
た

素 直 な 心 と 笑 顔 で 成 長

こ れ か ら の 君 達 に 期 待

明 海 大 卒 業 生 に

「 日 管 協 特 別 賞 」

　 日 本 賃 貸 住 宅 管 理 協 会 の

塩 見 紀 昭 会 長 は ３ 月 10 日 、

千 葉 県 浦 安 市 の 明 海 大 学 不

動 産 学 部 で 行 わ れ た 卒 業 式

に 来 賓 と し て 出 席 ・ 参 列 し

25 年 度 に 新 設 し た 「 日 管 協

特 別 賞 」 を 授 与 し ま し た ＝

写 真 。

　 受 賞 し た の は 奥 山 日 芽 子

さ ん 。 賃 貸 不 動 産 経 営 管 理

士 試 験 に 合 格 、 明 海 大 同 学

部 の ゼ ミ で 、 米 ハ ワ イ と 沖

縄 の 類 似 性 に 着 目 し 、 コ ン

ド ミ ニ ア ム ホ テ ル の 沖 縄 で

の 展 開 の 可 能 性 に つ い て 研

究 。 こ れ が 「 賃 貸 住 宅 管 理

業 の 将 来 を 担 う 人 材 」 と し

て 評 価 、 特 別 賞 受 賞 と な り

ま し た 。 奥 山 さ ん は こ の 時

点 で 東 京 都 内 の 賃 貸 住 宅 管

理 会 社 へ の 就 職 が 決 定 し て

い ま し た 。

　 明 海 大 不 動 産 学 部 の 2
5 年

度 卒 業 生 は １ ５ １ 名 に の ぼ

っ て い ま す 。

西 田 　 愛 子 さ ん

　 卒 業 ま で の 1
3 年 間 、 チ ア

リ ー デ ィ ン グ に 取 り 組 み 、

「 人 を 応 援 し 、 笑 顔 に す る

こ と 」 に や り が い を 感 じ て

き ま し た 。 賃 貸 住 宅 管 理 は

住 ま い を 通 し て 新 し い 生 活

を 支 え 、 人 を 笑 顔 に で き る

仕 事 だ と 思 い 志 望 。 賃 貸 管

理 か ら 売 買 ・ 賃 貸 仲 介 ま で

幅 広 く 対 応 で き る パ ナ ソ ニ

ッ ク ホ ー ム ズ 不 動 産 の 提 案

力 に 魅 力 を 感 じ 入 社 を 決 め

ま し た 。

　 入 社 前 は や っ ぱ り 働 く 実

感 が ま だ 湧 か ず 不 安 と 期 待

が 入 り 混 じ っ て い ま し た 。

で も 研 修 を 通 し て 「 連 携 」

の 重 要 性 や グ ル ー プ の 強 み

を 生 か し た 提 案 が で き る こ

と を 学 び 、 仕 事 へ の 理 解 が

深 ま り ま し た 。 創 業 者 ・ 松

下 幸 之 助 氏 の 経 営 理 念 に 触

れ て 、 「 素 直 な 心 を 持 つ 」

と い う 言 葉 に 感 銘 を 受 け ま

し た 。 業 務 に 生 か し て い き

た い と 感 じ て い ま す 。

　 お 客 様 一 人 ひ と り に 寄 り

添 い 信 頼 さ れ る 存 在 に な る

こ と が 目 標 で す 。 相 手 の 立

場 に 立 っ て 考 え る こ と を 大

切 に し な が ら 専 門 知 識 の 習

得 に も 努 め て い く 。 「 素 直

な 心 」 と 「 謙 虚 な 姿 勢 」 を

忘 れ ず 、 お 客 様 や 社 員 か ら

愛 さ れ る 社 会 人 に な っ て い

き た い 。 多 く の 方 と 関 わ る

中 で 挨 拶 や 笑 顔 を 大 切 に し

な が ら 成 長 し て い き た い と

考 え て い ま す 。
◇

初 心 忘 れ ず に

　 そ れ ぞ れ の 想 い を 胸 に 社

会 人 と し て の 第 一 歩 を 踏 み

出 し た お 二 人 。 賃 貸 住 宅 管

理 の 現 場 で 経 験 を 積 み な が

ら 、 今 後 の 成 長 と 活 躍 が 期

待 さ れ ま す 。 ど う ぞ 初 心 を

忘 れ ず 、 高 く 羽 ば た い て く

だ さ い 。

ま
ち
 都
市
 ま
ち
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― ― 局 長 就 任 に あ た っ て

の お 気 持 ち は ？

　 率 直 に 「 あ り が た い 」 と

い う 気 持 ち が 一 番 大 き い で

す ね 。 こ の 業 界 に 入 っ て 35

年 に な り ま す が 、 こ う し て

事 務 局 長 と い う 役 割 を 任 せ

て い た だ け た こ と は 、 本 当

に 光 栄 に 感 じ て い ま す 。

　 日 管 協 の 前 身 を 振 り 返 る

と 、 １ ９ ９ １ 年 に 全 国 賃 貸

管 理 業 協 会 （ 全 管 協 ） が 、

翌 92 年 に は 賃 貸 住 宅 管 理 業

協 会 （ 住 管 協 ） が 設 立 さ れ

ま し た 。 さ ら に 95 年 、 ２ つ

の 協 会 が 統 一 さ れ て 現 在 の

形 、 日 管 協 に つ な が っ て い

ま す 。 私 自 身 は 92 年 に 勤 務

先 で あ る ア ド ミ ニ を 通 じ て

全 管 協 に 入 会 し ま し た 。 当

時 か ら 今 日 ま で の 流 れ を 見

て い る 立 場 と し て 、 管 理 ル

ー ル が 整 備 さ れ 、 さ ら に は

（ 賃 貸 住 宅 管 理 ） 業 法 成 立

ま で 至 っ た こ と は 「 本 当 に

す ご い こ と だ 」 と 改 め て 思

い ま す 。

― ― こ の 間 の 業 界 の 変 化

を ど う 見 て い ま す か 。

　 管 理 の 世 界 は 当 時 と 比 べ

る と 大 き く 変 わ り ま し た 。

昔 は 法 律 も 含 め て 貸 主 が 強

い 時 代 。 今 は 借 り る 人 を 守

っ て い く 流 れ が 明 確 に な っ

て い ま す 。 借 主 の 安 心 ・ 安

全 を 守 る こ と が 社 会 的 に も

重 要 に な っ て き ま し た 。

　 管 理 業 と い う の は 、 貸 主

と 借 主 、 双 方 の 思 い を 受 け

止 め て そ の 橋 渡 し を し て い

く 仕 事 で す 。 そ の 役 割 が よ

り 求 め ら れ る 時 代 に な っ て

い る と 感 じ ま す 。 そ し て 、

こ れ か ら は 新 し い 管 理 業 務

を 作 っ て い く 時 代 で も あ り

ま す 。 若 い 人 た ち が 新 し い

形 を つ く り 、 次 の 管 理 業 を

築 い て い く こ と が 必 要 。 日

管 協 大 阪 府 支 部 と し て も 、

実 務 に つ な が る 資 格 制 度 と

そ の 取 得 を 奨 励 し 、 会 員 の

皆 さ ん が 現 場 で 活 か せ る 知

識 を 身 に つ け ら れ る よ う 後

押 し し て い き た い で す ね 。

― ― 今 後 も 重 点 的 に 取 り

組 む こ と は 。

　 ま ず は 災 害 な ど 緊 急 時 へ

の 備 え で す 。 最 近 は ゲ リ ラ

豪 雨 な ど に よ る 浸 水 被 害 も

増 え て い ま す 。 万 一 の 際 、

入 居 者 が ど こ に 避 難 す れ ば

い い の か 、 ど ん な 危 険 が あ

る の か を 、 エ リ ア ご と に 整

理 し て 伝 え て い く こ と が 必

要 だ と 感 じ て い ま す 。 借 主

の 安 心 ・ 安 全 を 守 る こ と 、

そ の 部 分 が 脆 弱 に な れ ば 管

理 業 と し て の 責 任 を 果 た せ

― ― オ ー ナ ー や 会 員 へ の

情 報 発 信 に つ い て の お 考 え

は い か に 。

　 地 域 性 は 確 か に あ り ま す

が 、 管 理 業 務 そ の も の は 基

本 的 に 共 通 し て い ま す 。 そ

れ ぞ れ の 立 場 を 理 解 し な が

ら 協 力 し 合 う こ と が 大 切 で

す し 、 「 そ の 一 助 と な る の

が 協 会 」 の 存 在 意 義 だ と 思

っ て い ま す 。 ど れ だ け 支 援

で き る か で す ね 。

　 勉 強 会 な ど の 取 り 組 み も

重 要 で す 。 同 じ エ リ ア 内 の

会 員 同 士 の 交 流 も 大 切 で す

が 、 他 地 域 の 取 り 組 み を 学

ぶ こ と は 、 そ れ 以 上 に 刺 激

に な る こ と も あ り ま す 。

　 会 員 間 で 腹 を 割 っ て 本 音

を 出 し 合 え る 雰 囲 気 ・ 関 係

を 築 い て い き た い で す ね 。

そ う い う つ な が り が で き 、

そ れ が さ ら に 広 が れ ば 、 協

会 の 価 値 も さ ら に 高 ま っ て

い く と 思 い ま す 。

― ― 最 後 に 会 員 へ の メ ッ

セ ー ジ を お 願 い し ま す 。

　 支 部 活 動 と い う の は 、

日 々 行 っ て い る 取 り 組 み を

形 に し て 発 信 し て い く と こ

ろ に 重 心 が あ る も の だ と 考

え て い ま す 。 ぜ ひ そ の メ ッ

情
報
を
制
す
る
者
は
、

賃
貸
管
理
を
制
す
る！

日
管
協
が
役
立
つ
メ
ル
マ
ガ
配
信
中

　
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
は
、
セ
ミ
ナ
ー

開
催
予
定
や
行
政
・
法
体
系
な
ど
賃
貸
管
理

に
役
立
つ
様
々
な
情
報
を
「
日
管
協
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
」
で
絶
賛
配
信
中
で
す
。
管
理
会

社
の
「
困
っ
た
事
例
」
や
ク
レ
ー
ム
・
ト
ラ

ブ
ル
と
い
っ
た
管
理
の
悩
み
、
気
に
な
る
・

知
り
た
い
「
あ
の
情
報
」「
こ
の
情
報
」、
行

政
の
最
新
動
向
な
ど
を
会
員
限
定
で
毎
週
金

曜
日
に
メ
ル
マ
ガ
配
信
！
　
例
え
ば
…
☆
ク

レ
ー
ム
・
ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
解
決
に
向
け
た

見
解
と
対
策
を
ご
紹
介
か
ら
ひ
と
コ
マ
。「
生

活
音
が
気
に
な
る
」「
ゴ
ミ
の
分
別
が
守
ら

れ
な
い
」「
無
断
駐
車
が
あ
る
」
な
ど
、
管

理
会
社
か
ら
の
相
談
事
例
を
顧
問
弁
護
士
や

相
談
員
が
解
説
し
、
そ
の
見
解
と
対
策
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
「
業
務
リ
ス
ク
研
究
シ
リ
ー

ズ
」。
☆
行
政
動
向
・
法
改
正
な
ど
知
り
た

い
情
報
を
い
ち
早
く
お
届
け
！
　
不
動
産
に

関
わ
る
最
新
の
法
改
正
や
、
行
政
の
施
策
、

統
計
調
査
に
関
す
る
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
管

理
業
を
営
む
上
で
欠
か
せ
な
い
重
要
な
情
報

を
ま
と
め
、
迅
速
に
配
信
し
ま
す
。（
日
管

協
会
員
以
外
の
一
般
の
方
も
限
定
配
信
分
を

登
録
・
無
料
購
読
可
）

■
会
員
向
け
日
管
協
メ
ル
マ
ガ
登
録
手
順

①
日
管
協
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ht
tp
s:/
/w
w
w
.jp
m
.jp
/

か
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
仮
登
録

②
仮
登
録
後
、
入
力
ア
ド
レ
ス

に
本
登
録
用
の
メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、
メ
ー

ル
に
記
載
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
（
タ
ッ

プ
）、
本
登
録
を
完
了
！

※
 全
社
員
一
括
登
録
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

日
管
協
Ｈ
Ｐ「
お
問
い
合
わ
せ
」か
ら
連
絡
。
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　 昨 夏 、 日 本 賃 貸 住 宅 管 理 業 協 会 （ 日 管 協 ） 大 阪 府 支 部 の 事

務 局 長 に 就 任 し た 川 北 修 平 さ ん 。 前 任 の 野 村 陽 一 さ ん か ら バ

ト ン を 受 け 、 大 阪 府 支 部 を 中 心 に 協 会 運 営 の 中 核 を 担 う 立 場

と な り ま し た 。 や が て 不 動 産 分 野 の 中 核 産 業 へ と 成 長 す る 賃

貸 管 理 業 界 の 〝 草 創 期 〞 か ら 業 界 に 携 わ り 、 制 度 ・ 体 制 整 備

と 業 界 成 長 の 過 程 を 間 近 で 見 続 け て き た 川 北 さ ん は 現 在 も 株

式 会 社 ア ド ミ ニ を 舞 台 に 第 一 線 で 活 躍 中 で す 。 事 務 局 長 就 任

の 率 直 な 思 い か ら 今 後 へ の 抱 負 、 会 員 へ の メ ッ セ ー ジ な ど 、

あ れ こ れ 聞 き ま し た 。

「 情 報 力 」 磨 き 交 流 拡 充

「 橋 渡 し 役 」 徹 す る

〈 メ モ 〉 川 北 事 務 局 長 は

ア ド ミ ニ に 勤 務 し な が ら 賃

貸 管 理 業 界 の 現 場 を 支 え て

き ま し た 。 創 設 期 か ら 業 界

の 成 長 を 見 守 っ て き た 立 場

と し て 、 管 理 業 の 「 社 会 的

役 割 が 増 し て い る 」 こ と を

実 感 。 今 後 は 災 害 対 応 を 含

む 入 居 者 の 安 心 ・ 安 全 確 保

や 、 会 員 間 の 情 報 共 有 と 発

信 力 強 化 を 具 現 化 し 、 転 換

期 の 業 界 を 支 え て い く 考 え

だ そ う で す 。 「 管 理 業 は 貸

主 と 借 主 を つ な ぐ 橋 渡 し 」

と い う 言 葉 に 未 来 の 業 界 像

確 立 へ の 使 命 感 と 意 志 が 伝

わ っ て き ま し た 。

セ ー ジ を 多 く の 人 に 見 て ほ

し い と 思 っ て い ま す 。

　 例 え ば 広 報 誌 「 日 管 き ん

き 」 に つ い て も 、 昔 か ら の

付 き 合 い の あ る オ ー ナ ー に

は 訪 問 時 に 持 参 す る な ど 、

紙 媒 体 な ら で は の 価 値 が あ

り ま す 。 一 方 で 若 い 世 代 は

Ｓ Ｎ Ｓ 中 心 で す か ら 、 私 た

ち 自 身 が ま ず 学 び 、 情 報 発

信 の 形 も 考 え て い か な け れ

ば な り ま せ ん 。 結 局 、 い ろ

い ろ 勉 強 し な け れ ば オ ー ナ

ー に 提 案 も で き ま せ ん 。 資

格 取 得 も 大 事 で す し 、 そ れ

ら は 結 果 と し て ビ ジ ネ ス に

も つ な が っ て い き ま す 。

　 私 は 初 期 の こ ろ か ら 業 界

を 見 て き ま し た が 、 今 は ま

さ に 転 換 期 で す 。 こ れ か ら

は 我 々 自 身 を 含 め 変 わ っ て

い か な け れ ば な ら な い 時 代

だ と 思 い ま す 。 業 界 へ の 感

謝 の 気 持 ち を 忘 れ ず 、 次 の

時 代 へ と 思 っ て い ま す 。

こ
の
人
に
聞
く

川
北
 修
平
さ
ん

日
管
協
大
阪
府
支
部

事
務
局
長

新 し い 管 理 業 の 創 造 目 指 し

「 実 務 力 と 現 場 力 」 引 き 上 げ

ま せ ん 。 重 要 テ ー マ と し て

取 り 組 ん で い き た い 。

　 日 管 協 本 部 で は 、 ト ラ ブ

ル 対 処 法 を 動 画 で 分 か り や

す く 提 供 す る な ど 、 現 場 に

役 立 つ 取 り 組 み も 進 ん で い

ま す 。 そ う し た ツ ー ル も 活

用 し な が ら 、 一 歩 ず つ 進 め

て い き た い と 思 い ま す 。 ま

ず は （ 日 管 協 チ ャ ン ネ ル な

ど の ） 認 知 を 高 め て い く こ

と が 大 切 で す 。

　 会 員 間 で の 情 報 受 発 信 や

知 識 ・ 知 見 の 共 有 化 も 非 常

に 重 要 で す 。 現 場 で 得 た ノ

ウ ハ ウ を 共 有 で き れ ば 、 会

員 全 体 の 資 質 と ス キ ル の レ

ベ ル ア ッ プ に つ な が る 。 ま

ず は 効 率 よ く 発 信 で き る 体

制 を （ 支 部 と し て ） 整 え た

い で す ね 。

― ― 協 会 運 営 の 面 で 課 題

は あ り ま す か 。

　 協 会 に は 先 人 が 培 っ て き

た 歴 史 が あ り ま す 。 そ れ を

尊 重 し 学 び 、 従 来 の や り 方

を 大 切 に し な が ら 、 時 代 に

合 わ せ た 変 革 を あ わ せ て 進

め て い か な け れ ば な り ま せ

ん 。 そ れ を 踏 ま え な が ら 執

行 部 や 幹 事 会 の 調 整 な ど 、

円 滑 な 運 営 を 支 え る 役 割 も

事 務 局 長 と し て 求 め ら れ ま

す 。 こ う し た 課 題 に 一 つ ひ

と つ 向 き 合 い な が ら 、 協 会

活 動 が よ り 充 実 し た も の と

な る よ う 、 し っ か り 支 え て

い き た い と 思 っ て い ま す 。

多
数
の
会
員
が
集
ま
っ
た
大
阪
府

支
部
新
年
会
も「
運
営
力
」で
盛

会
に（
１
月
26
日
）

「 感 謝 の 気 持 ち 」 常 に
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